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初
唐
期
に
お
け
る
三
一
権
実
論
の
再
検
討小野
嶋

祥
雄

序
論

初
唐
期

の
長
安
仏
教
界

に
お

い
て
、

三
乗
真
実
説
と

一
乗
真
実
説

の
ど

ち
ら

の
説
が
真
実

で
あ

る
の
か
を
め
ぐ

っ
て
、
三

一
権
実
論
争
が
繰
り
広

げ

ら
れ
た

こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
所

で
あ
る
。
そ
し

て
、

そ
の
論
争

に
は
、

二
系
統

の
論
争
が
あ

っ
た
と

こ
と
が
定
説
と
な

っ
て
い
る
。

つ
ま

り
、
常
盤
大
定
氏
に
よ
れ
ば
、
①
霊
潤

・
義
栄
と
神
泰

の
論
争
、
②
法
宝

と
慧

沼
の
論
争
、
と

い
う
二

つ
の
論
争
系
統
が
あ

っ
た
と
さ
れ
る

の
で
あ

ゆる
。
常
盤
氏

の
指
摘
は
、
霊
潤

・
義
栄

・
神
泰

の
著
作
が
抄
録
さ
れ
て
い

る
伝

教
大

師
最
澄

の

『
法
華
秀
句
』

中
巻

、
『
一
乗
仏
性
究
寛
論
』
巻
三

(以
下

『究
寛
輪
』
と
略
)
、
そ
し

て
慧

沼

の

『
能
顕
中
辺
慧

日
論
』

四
巻

(以

下
『慧
日
論
』
と
略
)
等

の
検
討
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
結
果

で
あ
る
。

と
こ
ろ

で
、
常

盤
氏
が
検
討
さ
れ
た
中

の

『
究
寛
論
』
に

つ
い
て
は
、

『
卍
続
蔵
経
』

に
収

め
ら
れ

て
い
る
巻

三
以
外
は
散
逸
し
た
と
考
え
ら
れ

て
き
た
が
、

一
九
八
六
年
に
淺
田
正
博
先
生
に
よ

っ
て
巻

一
・
二

・
四

・
　

五
が
検
出
さ
れ
、そ
の
著
作

の
全
貌
が
ほ
ぼ
窺

い
知
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

『
究
寛
論
』

の
全
貌
が
窺
い
知
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
現
在
、
常
盤
氏
の
初

唐
期
の
三

一
権
実
論
争
に
二
つ
の
論
争
系
統
が
あ

っ
た
と
す
る
指
摘
に
つ

い
て
も
、
今

一
度
再
検
討
し

て
み
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。と

い
う

の
も
、
新
た
に
検

出
さ
れ
た

『
究
寛
論
』
を
用

い
て
、
初
唐
期

の
三

一
権
実
論
争

の
構
図
を
明
ら
か
に
す

る
試
み
が
根
無

一
力
氏
に
よ

つ

　

て
提
起
さ

れ
て
い
る
為

で
あ
る
。
根
無
氏

に
よ
れ
ば
、
初
唐
期

の
三

一
権

実
論
争
は
、
霊
潤

・
義
栄
と
神
泰

の
論
争
と
法
宝
と
慧

沼
の
二
系
統

の
論

争
が
あ

っ
た
と
考

え
る
よ
り
も
、

そ

の
根
底
に
真
諦
訳
に
基
づ
く

一
乗
思

想
と
、
玄
奨
訳
に
基
づ
く
三
乗
思
想

の
対
立
と

い
う
構
図
が
あ

っ
た
と
い

う
。
ま
た
根
無
氏
は
、
法
宝
と
慧
沼

の
論
争
を
、

①

、

②

、

③

、

『
浬
繋
経
』
の

「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
に
お
け
る

二

切
」
の

見
解
の
相
違
と
理
性

・
行
性
の
考
え
方

『
法
華
経
』

一
乗
は
実
教
か
権
教
か

『
喩
伽
論
』
の

「真
如
所
縁
縁
種
子
」
は
有
為
無
漏
法
か
無
為
法

か

(本
有

・
新
簸
の
問
題
を
含
む
)

の
三
点

に

つ
い
て
争
わ
れ
た
論
争

で
あ

る
と
し
、
霊
潤

・
義
栄
と
神
泰

の

論
争

は
専
ら
①

に

つ
い
て
争
わ

れ
た
も

の
で
あ
り
、
法
宝
と
慧
沼

の
論
争

は
①

・
②

・
③

の
全

て
を
総
合
的

に
争

っ
た
論
争

で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

こ
の
根
無
氏

の
指
摘
に
従
え
ば
、
法
宝

の

『
究
寛
論
』

は
霊
潤
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・
義
栄
と
神
泰

の
論
争

で
争
わ
れ
た
問
題
を
も
踏
ま
え
た
も

の
で
あ
る

こ

と
か
ら
、
論
争
内
容

の
面
か
ら
す
れ
ば
、
霊
潤

・
義
栄
と
神
泰

の
論
争
と
、

法
宝
と
慧
沼

の
論
争
は

一
連

の
論
争

で
あ
り
、
『
究
寛
論
』

は
霊
潤

.
義

栄
と
神
泰

の
論
争

の
延
長
上
に
位
置
す

る
い
う
見
方
も
可
能
な
よ
う
で
あ

る
。そ

こ
で
本
稿

で
は
、
『
究
寛

論
』

に
霊
潤

・
義
栄
と
神
泰

の
論
争

を
引

き
継

い
だ
と
考
え
ら
れ
る
箇
所

の
あ

る
こ
と
を
指
摘

し
、
論
争

の
内
容
面

よ
り
す

れ
ば
、
初
唐

期

の
三

一
権
実
論
争

は

一
連

の
論
争

で
あ

る
こ
と
を

明
ら
か
と
し
た
い
。
そ
し

て
、

こ
れ
ら

の
検
討
結
果
を
通

じ
て
、
初
唐
期

の
三

一
権
実
論
争

に
お
け
る

『
究
寛

論
』

の
位
置
づ
け
を
明
確

に
し
て
い

き
た

い
と
思
う
。

常
盤
説
と
そ
の
問
題
点

初
唐
期

の
三

一
権
実
論
争

の
中
、
霊
潤

・
義
栄
と
神
泰

の
論
争
を
知
る

上
で
最
も
重
要
な
著
作

は
、
常
盤
氏
も
検
討

を
加
え
た
最
澄

の

『
法
華
秀

句
』
中
巻

で
あ
る
。

そ
の

『
法
華
秀
句
』

中
巻

に
は

「
次
示
大
唐
仏
性
諄
」
な

る
項
目
が
立

て
ら
れ

て
お
り
、

中
国
に
お
け

る
仏
性
論
争

を

「古
説
」

と

「新
義
」

の

二

つ
よ
り
説
示

し
て

い
る
。

こ
の
中
、

「
古
説
」
と
は
竺
道

生
と

の
論
争

で
あ
り
、

「新
義
」
が
霊
潤

・
義
栄
と
神
泰

の
論
争
を
指

し

て
い
る
。

そ

し
て

『
法
華
秀
句
』
中
巻

に
は
、
霊
潤

・
神
泰

・
義
栄

の
著
作
を
抄
録

し

て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
著
作

に

つ
い
て
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

(
『
伝
全
』
巻

三

・

一
五

四
頁
)

(『
伝
全

』
巻

三

・
一
七

二
頁
)

(『
伝
全
』
巻

三

・
一
八
七
頁
)

霊
潤

の
記
述

に

つ
い
て
み
る
と
、
玄
突
が
新

た
に
招
来
し
た

『
喩
伽
論
』

等

の
新
訳
経
論
と
、
そ
れ
ま

で
に
中

国
に
伝
わ

っ
て
い
た
経
論
と

の
相
違

を
に

つ
い
て
著
作
を
著
し
、
神
泰
は

「慰

喩
霊
潤
法
師

日
…
」
と
あ

る
こ

と
か
ら
分
か
る
通
り
、
霊
潤

の
著
作
に
対
す

る
反
駁
書
を
著

し
た

こ
と
が

知
ら
れ
る
。
ま
た
、
義
栄
に

つ
い
て
は
、
そ

の
著
作

の
中
に

「誇
法
者
」
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て
神
泰

の
著
作
を
引
用
し

「
直
筆

日
…
」
と
反
駁
す

る
こ
と
か
ら
、

神
泰

の
著
作

に
対
す

る
反
駁
書
を
著

し
た

よ
う

で
あ
る
。

現
在

の
所
、
霊
潤

・
神
泰

・
義
栄

の
い
ず
れ

の
著
作
も

そ
の
具
体
的
な

名
称
は

不
明

で
あ

る
が
、

霊
潤

の
著
作

は

「
十
四
門
義
」
(二

巻
章
」
と
も

言
う
)、
神
泰

の
著
作

は

「
一
巻

章
」
、
義
栄

の
も

の
も

「
一
巻
章

」
と
呼

び
習
わ
さ
れ

て
お
り
、
本
稿
に
お

い
て
も
こ
の
呼
称
に
従

っ
て
お
き
た
い
。

そ
れ

で
は
次
に
、

も
う

一
つ
の
論
争

で
あ
る
法
宝

と
慧

沼
と

の
論
争

に

つ
い
て
確
認
し

て
お
き
た

い
。

法
宝

と
慧

沼
の
論
争

は
、
源
信

の

『
一
乗

要
決
』
に

(『
恵
全
』
巻

二

・
八
頁
)

(『
恵
全

』
巻

二

・
十
頁
)

と
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
法
宝
が
三
乗
五
性
義
を
破
す

目
的

で
『
究
寛

論
』

を
著
し
、

そ
の

『
究
寛
論
』
に
対
し
て
慧
沼
が

『
慧

日
論
』
を
著
し
て
反

駁
を
加
え
た
形
と
な

る
。

『
法
華
秀
句
』
と

『
一
乗
要
決
』

が
伝

え
る
そ
れ
ぞ
れ

の
著
作

に

つ
い

て
の
情
報
と
、
そ
の
著
作
自
体

の
形
態

よ
り
す
れ
ば
、
神
泰

の

「
一
巻
章
」
、

義
栄

の

「
一
巻
章
」
、
慧

沼

の

『
慧

目
論
』
に
は
特
定

の
反
駁
対
象
が
設

定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
霊
潤

の

「十

四
門
義
」

と
法
宝

の

『
究
寛
論
』

に
は
そ
れ
ら
が
設
け
ら
れ

て
い
な

い
と

い
う
こ
と
に
な

る
。

以
上

の
こ
と
を
も

っ
て
、
常
盤
氏

は
初
唐
期

の
三

一
権
実
論
争
に
、
①

霊
潤

.
義
栄

と
神
泰
、
②
法
宝
と
慧

沼
、

の
二

つ
の
論
争
系
統
が
あ

っ
た

と
指
摘
す

る

の
で
あ
る
。
常
盤
氏

の
指
摘
は
、
対
論
者
と
著
作
形
態

の
観

点
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
結
論

で
あ

る
が
、

こ
う
し
た
観
点
よ
り
す
れ
ば

氏

の
指
摘

は
穏
当
な
も

の
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
に
も
述

べ
た
通
り
、
現
在

は

『
究
寛
論
』

の
全
貌

が
ほ
ぼ
窺

い
知

れ
る
よ
う

に
な

っ
た

こ
と
か
ら
、
今

一
度
、
再
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
問
題

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
確

か
に
現
在

に
於

い
て
も
、

『
究
寛
論
』

は
、
特
定

の
批
判
対
象

を
持
た
ず
、
法
宝
当
時

の
五
性
格
別

説
を
全
体
的

に
批
判

し
た
書
物
で
あ

り
、
初
唐
期

の
三

一
権
実
論
争
に
は

二
系
統

の
論
争
が
あ

っ
た
と

い
う

こ
と
が
定
説
と
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
た
だ
、
『
究
寛
論
』

が
特
定

の
批
判
対
象
を
持
た
な

い
と

い
う

こ
と
が
、
特
定

の
人
師
や
書
物

へ
の
批
判
が
存
在

し
な

い
と

い
う

こ
と

で

は
な
く
、
『
究
寛
論
』

に
は
わ
ず

か

剛
箇
所
だ
け

で
あ

る
が
、

「基

公
浪
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釈
」
と
慈
恩
大
師
基
を
名
指
し
で
批
判
す
る
箇
所
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

ゆ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
玄
装
訳

『
成
唯
識
論
』
が
批
判

の
対
象
と
さ
れ
て
い

る
こ
と

は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
所
で
あ

る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
が
問
題
と
す
る
霊
潤

・
神
泰

・
義
栄

と
の
著
作

と

の
関
連

に

つ
い
て
は
、
全
く
と
言

っ
て

い
い
程
に
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、

富
木
原
章
信
氏
が

『
究
寛
論
』
巻
三

「
仏
性
同
意
章
第
七
」
に
出
て
く
る

「或
者
妄
解
」
が
神
泰

の

二

巻
章
」
を
指
す

こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
の

　

み
で
あ

る
。

ま
た
、
『
究
寛
論
』

の
中

に

は
未
だ

に
誰

の
説

か
特
定
さ
れ

て
い
な

い
引
用
が
存
在
す

る
と

い
う
問
題
も
あ
る
。

そ
し
て
、
従
来

の
定

説
は
対
論
者

と
著
作

形
態

の
観
点
か
ら
立

て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
霊
潤

・
神
泰

・
義
栄

の
著
作
と

『
究
寛

論
』

と

の
関
係

の
内
容
面
か
ら
の
検
討

は
未
だ

必
ず
し
も
十
分
に
行
わ
れ

て
い
る
と
は
言

い
難

い
。

そ

こ
で
、
本
稿

で
は
以
下
に
、
霊
潤

・
神
泰

・
義
栄

の
著
作
と

『
究
寛

論
』
と

の
関
係
を
内
容

面
か
ら
検
討
し
、
ま
た
、
『
究
寛

論
』

に
引
用
さ

れ
る
諸
師

の
説

に
霊
潤
等

の
著
作
が
含
ま
れ

て
い
な

い
か
検
討
を
加
え

て

い
き
た

い
。

二

霊
潤

「十
四
門
義
」
の
名
目
と

『
究
寛
詣
』
と
の
関
係

先
に
、
最
澄
の

『法
華
秀
句
』
中
巻
に
は
霊
潤

・
神
泰

・
義
栄
の
著
作

が
抄
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
述

べ
た
。
そ
れ
ら
の
中
、
霊
潤

の

「十
四
門

義
」
は
十
四
門
全
体

の
構
成

が
示
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
は
以
下

の
通
り

で

あ
る
。一

昌
ハ

衆
生
界

乗
之
人

声
聞
乗五
ノ

ー
ノ

ノ向
種
性

ニ
ハ

入フニ
、ノ

一
切

人
但
断

不
レ

摂
セニ
シ
テ
ニ

、
ノ

内

レ
ル

ハ

ニ大
乗
是ノ
レ

二

立
ツレ

有
崩ン
ト
ニ

無
鯨
浬
繋

二一

者
、ノ

延

有
為
法

諸
仏
修
成

分
別

分
別
性

二
入
十
人
界

流
転

。
十

十

一

十

二
十
三
立

ニ
ハ

ニ
ハ

ニ
ハ

ツ
ル
ニ

ニ

二
於心'

、ノテニト

、,

ノ

(
テ
ニ

ナ
リ

o

ノ

身
見

ヲ
〇
一摂

唯
タ

昌一

一永
分

ク

分
段
法
爾

功
徳
実

ヲ一

不

正
智

ス
ル

コ
ト

レ明

大
乗
與

三
無
性

唯
識
ヲ一

有
ノ

シ
テ
ニ中

心
法

ノり二

観
、'

法
、ノヲ

有
作

二一

」6男但
但

三
分

夕O

昌タ
レ

断唯
周ノ

タク

ノ不
ノ

無
仏
性

レ生
ト

シ
テ

二セニ

有
入

ヲ一

ラレ行
大スニ

本
有

リニ

ノ二

衆
生

O

三

菩
薩
道

昌
シ
テ

生
滅

倶
生

是尽
四
諦

立
ツ

コ
ト

ニ

レ

ヲ
〇
一

O七

依
他
性

ク
O

ヲ一

不
九レ

心
数

同

一
縁

遣
コ
苧
或
、ノ

分
別
言
フニ

ナ
リ

o

ヲ一有

ニ

ハ

明
不

ヲ一

リ
ト
ニ

レ

サニ
ノ

不
二六

ニ
ハ摂

O
昌
ハ

ブ
〇
一

従ニハ

二
ニ
ハ

二

不
定
性

リレ

四
ニ
ハ

縁
生

ノ三
セ
〇
一

須
陀
疸

五
法

ナ
リ
O

、ノ

一
向

、ノ

ニ
ハ

十

二
因
縁

二

無
作

不不
レ

遣
ラニ

四
分

同同
ノ

ノ二十
世

四
聖
諦

シ
カ
ラ

ニシ
ク

依
他

O

小
乗

一
行

ヲ
O
一

ヲ
〇
一

二一
O

ナ
ラ

〇

一

十
四

ノ
ニ

ハ

(『
伝
全
』
巻
三

・
一
五
四
頁
)
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こ

の
十
四

門

の
中
、
『
法
華

秀
句

』
中
巻

に
抄

録
さ
れ

て

い
る

の
は
第

一
門

の

「
衆
生
界
内
立
有

一
分
無
仏
性
衆
生
」

の
み
で
あ
り
、
神
泰

と
義

栄

の

「
一
巻
章
」
も
そ

の
第

一
門
に
対
応
す
る
箇
所

の
み
が
抄
録
さ

れ
て

い
る
。
『
法
華

秀
句
』
に
抄
録
さ

れ
て

い
る
霊
潤

・
神
泰

・
義
栄

の
著
作

と

『
究
寛
論
』

の
関
係

に

つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る

こ
と
に
し
、
こ
こ
で

は
、
霊
潤

の

「
十
四
門
義
」
の
第

二
門
か
ら
第
十
四
門
の
名

目
に
着

目
し
、

『
究
寛
論
』
と
霊
潤

・
神
泰

・
義
栄

の
著
作
と
の
関
係
に

つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。
霊
潤

・
神
泰

・
義
栄

の
著
作
は

『
法
華

秀
句
』
中
巻

に
わ

ず
か
に
抄
録
さ
れ
る

の
み

で
あ
る
が
、
霊
潤

「十
四
門
義
」

の
十
四
門

の

名
目
よ
り
そ

の
内
容
を
推
定
す

る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
『
究

寛
論
』
と
密
接

に
関
係
す
る
で
あ

ろ
う
内
容
が
含
ま
れ

て
い
る
。

①

鏑
二

・
鏑
冒
両

と

『究
寛
雷
』
巻
五

「蟻
癖
寂
易
窟
鏑
九
」
の
関
係

先
ず
初
め
に
、
第
二
門
の

「二
乗
之
人
入
無
絵
浬
繋
永
不
入
大
」
と
第

三
門
の

「不
定
性
声
聞
向
大
乗
者
延
分
段
生
行
菩
薩
道
」
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

第
二
門
と
第
三
門
の
名
目
か
ら
そ
の
説
示
内
容
を
推
測
す
れ
ば
、
ど
ち

ら
も
二
乗
作
仏
を
問
題
と
し
て
お
り
、
第
三
門
は
二
乗
作
仏
の
問
題
を
分

段

・
変
易
の
二
種
生
死
の
観
点
か
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

こ
う
し
た
第

二
門
と
第

三
門

の
説
示
内
容
は
、
『
究
尭
論
』

で
言
え

ば
巻

五

の

「増
寿
変
易
章
第

九
」

の
内
容
と
対
応
す

る
で
あ
ろ
う
。

「
増

寿
変
易
章
」

の
内
容
に

つ
い
て
は
、
寺
井
良
宣
先
生
が
以
下
の
よ
う

に
要

　

約
さ
れ

て
い
る
の
が
参
考
と
な

る
。

『
究
寛

論
』

の

「増
寿
変

易
章
第
九
」
は
法
相
宗

の
主
張
す
る

「
増

寿
変

易
生
死
」

を
批
判

す
る
も

の
で
あ
る
。
法
相
唯
識
説

で
は
、

二

乗

の
聖
道

に

つ
い
て
、

「
不
定
性

二
乗
は
分

段
身

を
延
ば

し
て

(
寿

命

を
増

し
て
)
変
易
身
を
受
け
、
修
行

し
て
成
仏
す

る
こ
と
が

で
き
、

一
方

、
分
段
身

を
捨

て

て
三
界
を
離
れ
無
余

浬
藥

に
入
る
者

(定
性

二
乗
)
は
変
易
身

を
受
け
ら
れ
ず
、

そ
の
ゆ
え
に
成

仏
で
き
な

い
」

と
主
張
す
る
。

こ
れ
に
対
し
法
宝

は
そ
れ
を
斥

け
て

「分
段
身
を
捨

て
て
三
界
を
出
た

二
乗

の
聖
者

は
、
無
余
浬
繋

に
入

っ
て
の
ち
に
回

心
向
大
し

て
変

易
身

を
受
け
成
仏
す

る
」
と
反
論
す

る
の
で
あ
る
。

以
上

の
通
り
、
「十
四
門
義
」
の
第

二

・
第
三
門
と

『
究
寛
論
』
の

「増

寿
変
易
章
第
九
」
は
内
容
的

に

一
致
す
る
も

の
で
あ
り
、
第
三
門

の

「
不

定
性
声
聞
向
大
乗
者

延
分
段
生
行
菩
薩
道
」
は

「増
寿
変
易
章
第
九
」
で

問
題
と
さ
れ
て
い
る
玄
美

訳

『
成
唯
識
論
』
が
説
く

「増
寿
変
易
」
を
取

り
扱

っ
た
章

で
あ

ろ
う
。

こ
れ
ら

の
こ
と
は
、
『
究
寛
論
』

の

「
増
寿
変
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易
章
第
九

」
で
説

か
れ
る
内
容

が
、

「
十
四
門
義
」

の
第

二

・
第

三
門
を

受
け

て
の
も

の
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
『
究
寛
論
』

の

「増

寿
変
易
章
第
九
」
が

「
十
四
門
義
」

の
第

二

・
第
三
門
を
受

け
て
の
も

の
で
あ

る
こ
と
を
論
証
す

る
に
あ
た
り
、
源

信

の

『
一
乗
要
決
』
巻
之
上
に
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る

こ
と

に
注

目
し
た

い
。

宝
公
不上
レノ

、ノ可果
立カラ

レモ

テ
テ
レ令亦

有ムニ
タ

ル
コ
ト

ヲ

ニ修
惑

尽
サ
O
一

令

ユ
法

執

モ
亦

タ
断

変
易
ノ

果
ヲ

尽
↓
。

モ

界
外
亦
タ

ノ断

二
乗

セ
O
一

唯
タ

変
易
生
死

セ
〇
一唯尽

タ

尽断
ク
シ
テ

ニ

セニ
ノ

ノ一

云

下
界

バ
ク

、

ノ

ス
ル
ノ
ミ

ニ
シ
テ

ニ

因

断
ヲ

、
一
人
執

分
段
之
因

〈
巳
上

〉
霊

潤

師

、
義

モ
同

シ
。 ヲ

、
一

ス
ル
ニ

不
ヲ
、
一不

見
惑

レレ

(
『
恵
全
』
巻

一

可不可●

ヲ一
カ
ラ
レレ

時

、
令可

カ
ラ
レ

ムニ
カ
ラ
レ令

六

頁
) ムニ

こ
の

『
一
乗
要
決
』

に
引

用
さ

れ
る
法
宝

の
文
章

は
、
『
究
寛
論
』

の

　

「増
寿
変
易
章
第
九
」

の
冒
頭
箇
所

の
文
章

で
あ
る
。

こ
の

『
究
寛
論
』

の
文

に

つ
い
て
、
源
信

は

「霊
潤
師
義
同
」
と
述

べ
て
、
霊
潤

の
義
と
同

じ
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
源
信
が
言
う

「霊
潤
師
義
」

と
は
、
霊
潤

の

「
十
四
門
義
」

の
第
三
門

の
文
章
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ

の
文
と

『
究
尭
論
』

の

「増
寿
変
易
章
第
九
」

の
内
容
が
同
じ
で

あ

る
と
の
こ
と

は
、

「
増
寿
変

易
章

第
九
」
が

「
十
四
門
義
」
第

二

.
第

三
門

の
内
容

を
受
け
て
述
作
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

②

鏑
重
門
と

『
霧
寛
論
』
巻
六

「観
斜
鵯
鐵
鏑
†

■
」
の
関
係

次
に
、
第

五
門

の

コ

切
諸
仏
修
成
功
徳
実
有
生
滅
」
と

『
究
寛
論
』

の
関
係
に

つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た

い
。
第
五
門
に
説
か
れ
る
内
容

は
、

仏
の
功
徳

の
生
滅
に
関
す

る
議
論
で
あ
る

こ
と
が
、
そ

の
名

目
よ
り
推
測

さ
れ

る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
行

の

『
究
寛
論
』

の
中
に
は
そ
う

い
っ
た

議
論

を
検
出
す

る
こ
と
が
出
来
な

い
。

そ

こ
で
、
現
在
も
散
逸

し
た
ま
ま

で
あ
る

『
究
寛
論
』

の
部
分
も
考
慮
に
入
れ
て
検
討

の
幅
を
広
げ

て
み
る

と
、
『
究
寛
論
』

の
草
稿
本
と
考
え
ら

れ
る

『
一
乗
仏
性
権
実
論
』
巻

下

(以
下
、
『権
実
論
』
と
略
)
の

「釈
外
執
難
章
第
十
」
に
、
仏

の
功
徳

の
生
滅

に
関
す
る
議
論

の
あ

っ
た

こ
と
が
確

認
で
き
る

の
で
あ
る
。

そ
の

『
権
実
論
』

の

「釈
外
執
難
章
第
十
」

の
構
成

に

つ
い
て
は
、
高

む

峰

了
州
先
生
が

以
下

の
よ
う

に
示
さ

れ
て

い
る
の
で
参
考

と
し
た

い
。

(
一
)
浬
繋
評
論
等
難

(二
)
喩
伽
成
立
無
性
難

(三
)
寂
滅
声
聞
不
得
八
地
難

(四
)
通
仏
功
徳
有
尽
難

(
五
)
通
後
仏
無
悲
難

(六
)
通
勝
婁
経
方
便
説

一
乗
難
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章

題
よ
り
明
ら

か
な
通

り
、
「
釈
外
執
難
章
第

十
」

は
他

の
論
師

か
ら

の
論
難

に
答
え
た
内
容

で
あ

る
が
、

そ

の
中

の

(
四
)

「
通
仏
功
徳
有
尽

難
」

が
、

「
十
四
門
義
」

の
第
五
門

「
一
切
諸
仏
修
成
功
徳
実
有
生
滅
」

と
関
連
を
持

つ
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、

こ
こ
で
問
題
と
な

る
の
が
、
『
権
実
論
』
巻

下

「
釈
外
執
難
章

第
十
」
に
対
応
す

る

『
究
寛

論
』
巻

六

「
通
釈
外
難
第
十

=

は
、
現
在

も
散
逸

し
た
状

態
と
な

っ
て
い
る
為
、
『
究
寛

論
』

の

「
通
釈
外
難
第
十

=

に

「
通
仏
功
徳
有
尽
難
」
が
存

し
て
い
た
の
か
確
認
す

る
こ
と
が
出

来
な

い
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
吉

田
実
盛
氏

の
研
究

に
よ
れ
ば
、

こ
の

『
権
実
論
』
巻

下

「
通
釈
外
難
第
十
」
に
説

か
れ
る
内
容

は
、
散
逸

し
た

『
究
・寛
論
』
巻

六

「通
釈
外
難
第
十

一
」

の
内
容
と
比
較
的
正
確
に

一
致

ゆ

す

る
も

の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
『
究
寛

論
』
巻
六

「通
釈
外
難
第
十

=

の
内
容

は

『
権
実
論
』
巻

下

「通
釈
外
難
第
十
」
を
以

っ
て
補
う

こ
と
が

可
能
な
よ
う

で
あ

る
。

ま
た
、
高
峰

了
州
先
生
は
、
源
信

の

『
一
乗
要
決
』
巻
之
下
に

『
権
実

論
』

の

(
四
)

「
通
仏
功
徳
有

尽
難
」

の
冒
頭
箇
所
が
引
用
さ
れ

て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
今

そ
の
箇
所
を
示
せ
ば
次

の
如
く
で
あ
る
。

七

昌
宝

公

、
云

ハ
,
、

一
切

有

情

ハ
皆

ナ
当

、一成

仏

引
者

、

諸

仏

.
功

徳

ハ

来本
ノ

当
ニレ

有

功
徳

ヨ
リ

為

徳
無
尽

昔
ロ
イ亦
セ

ハ
タ

ニレ

ハ
レ'レ

尽
常度

ト

ハ

者

、

無
シ

ト

'レ

二
ク

ル

コ
ト
o

レ
無

セ
ン
カ

レ拉此
窮
リ

昌

クニ生是
難

レ
、'

無

断
尽

ヲ

求

キ
カ
ニ、

ム
ル
カ

ニ

仏
説

自

〈
已
上

〉 力

一

所
度

不
レ

応

仏
果

ナ
リ

O

消
セ
ン
O

ヲ響
因

一

故
カ
ラ
こ故写

二
〇

無
益

二
〇何

衆
生
、'

昌

口艮
チ

ニ
シ
テ

答偏
不
レ

フ
O

昌

違常
管
ロ
イ可

　スニ二

所
説
住
スニ

二嶋
O

世
間

衆
生
無
辺

セ
ン
O

カ
ラ
レ

尽

若
ク
O

シ

ト総
口亥二噌 O仏シテ

仏
徳

(
『
恵
全
』
巻

二

・

一
五
六
ー

一
五

七

頁
)

モ

右

の
源
信

が
引
用
す

る
文

か
ら
、

「通
仏
功
徳
有

尽
難
」

で
問
題
と
な

っ
て
い
る
内
容
が
、
全

て
の
有
情

が
成
仏
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
仏

の
済
度

の
対
象
と
な
る
も

の
が
存
在

し
な

い
こ
と
と
な
り
、
仏

の
利
他

の
功
徳
が

尽
き
る

こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う

の
で
は
な

い
か
と

い
う

こ
と
が
分
か
る
。

こ
の

『
一
乗
要
決
』

の
引
用
,は
、
『
一
乗
要
決
』

の
他

の
箇
所

で
の
法

宝
説

の
引
用
か
ら
考

え
れ
ば

、
『
権
実

論
』

か
ら

の
引
用

で
は
な
く

『
究

寛
論
』
か
ら
の
引
用
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
こ
の
こ
と

か
ら
、

『
究
寛
論
』
に
於

い
て
も

「通
仏
功
徳
有

尽
難
」
が
存
す
る
こ
と
が
証
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
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二

『
究
寛
鵠
』
巻
五

「対
妄
通
経
章
箪
十
」
の
神
寮
説
鎚
翻

『
究
寛
論
』
巻
五

「
対
妄
通
経
章
第

十
」
は
十
二
段
よ
り
構
成
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
段
は
、

三
乗
家

が

一
乗
を
説
く
経
論
を
会
通

し
た
説

を

「妄
通
…
」
と
し

て
取
り
あ
げ
、
そ

の
会
通
説
に
対

し
て
法
宝
が

「対

日
…
」
と

一
乗
の
立
場
か
ら
論
破
す
る
と

い
う
形
式

で
論
が
進

め
ら
れ
て

い
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
段
が
誰

の
説
を
指
す

の
か
と

い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
十
二
段

の
中
、
二

・
五

・
六

・
七

・
八

・
十
段
は
、
円
測

の

説
を

「
妄
通
」
と
し
て
批
判
し
て

い
る
こ
と
が
梯
信
暁
氏

に
よ

っ
て
指
摘

　

さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
未
だ
誰

の
説
か
特
定
さ
れ

て
い
な

い
策
四

・
第
十

二
段

の

会
通
説

が
神
泰
説

で
あ

る
こ
と
を
指
摘

し
、
『
究
寛

論
』
が
霊
潤

・
義
栄

と
神
泰

の
論
争

の
延
長
線
上
に
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

い
。

①

笛
四
の

『
遅
藥
経
』
巻
二
七
の
解
駅
に
つ
い
て

先
ず
始
め
に
第
四
段
の
妄
通
説
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
第
四
段
の

妄
通
説
は

『
浬
繋
経
』
巻
二
七
の
経
文
に
対
す
る
解
釈
で
あ
り
、
『
究
寛

論
』
に
は
次
の
如
く

『
浬
盤
経
』
巻
二
七
の
経
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

(『
仏
文
研
紀
要
』

一
四
〇
頁

り
=

ー

り
ま
)

『
浬
繋
経
』
巻

二
七

の
内
容
は
、
心
有

る
者

は
必
ず

阿
縛

菩
提
を
得

る

と

い
う
も

の
で
、
『
究
寛
論
』

は
こ
の
後

に
三
乗
家

の
会
通
説
を
紹
介

し

て
い
る
。

通

シ
テ
云

バ
ク
、

経

」
言
フ

一
衆

生

亦

・邪
,

悉

皆

有

心

」

-
,

趾

語

ハ
是

.
惣

遍

ヨ
ァ
挙

ク
。

有

性

無

性

ノ
衆

生

ハ
皆

ナ
有

励
心

也

。

次

.

言

フ

「
凡
有

心

者

定

当

得

阿

縛

菩

提

」

ト
ハ
者

、

此

,
句

ハ
簡

二
酌

ス
有

性

有

心

ノ
現

未

成

仏

ト
当

成

仏

ノ
者

↓
。

故

二
言

ユ

「
凡

有

ム

者

定

当

得

阿
癬

菩

提

」
↓
、
不

レ
説

功
無

性

有

心

及

.
已

成

仏

者

↓
、

若

言

杜

「
凡

是

有

心

」

ハ
即

便

チ
収

コ
一
切

ノ
有

設

ノ
ヲ
心

尽
縁

者

、

遂

二
言

ひ
ハ

ニ

切

衆

生

悉

皆

当

得

無

上

菩

提

」

↓
者

、

八

巻

煙

伽

等

ノ
経

二
云

バ
ク

「
菩

薩

聞

提

ハ
畢

寛

シ
一ア
不

叶
成

功
正

覚

ご

。

何

得

ゆ
即

チ
令

読

,
ト
.
凡

一
切

有

心

尽

ヲ
シ
テ
皆

ナ
当

犀
得

二
阿

癬

菩

坦
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↓
。

菩

薩

ハ
既

二
是

.
有

雁

心

当

匹
不

励
証

吋
果

ヲ
。

故

二
知

.

「
凡

有

心

」
之

言

ハ
、
未

秒
必

ス
シ
モ
即

チ
収

,
一
切

有

心

者

↓
尽

妙
。
又
タ
云

バ
ク
、

巳

成

仏

者

モ
亦

タ
是

.
有

心

ナ
リ
ト
。

此

.
堂

二
当

、'成

仏

承
也

。

又

タ

云

バ
ク
、
如

ン
経

二
云

弓
ヵ
「無

色

界

中

ノ
無

色

ト
」
。
復

タ
有

ル
経

昌
云

バ
ク

「
菩

薩

ノ
鼻

根

ハ
聞

コ
ト
無

色

界

ノ
宮

殿

之

香

ご

。

又
タ
法

華

経

昌

云

バ
ク

「
光

音

及

,
遍

浄

、

乃

至

、

有

頂

天

ト
」
。

聞

香

悉

ク
能

ク

知

ル
。

仁

王

経

二
云

バ
ク

「
無

色

ノ
諸

天

二
雨

隆

ト
華

,
、

如

ン
須

弥

山

ご

是

ノ
故

二
不

レ
可
勉
.
偏

二
執

評
チ
一
文

唱
即

チ
為

勅
決

定

卦
。

又
タ

有

劣

通

シ
テ
言

バ
ク
、

有

励
モ
酪

無

"
蘇

、

亦

タ
有

り
壊

以
ル
。
ト
酪

、
。

故

昌
知

ヌ
、

亦

タ
有

讐

有

心

ナ
ル
モ
不

階

ト
得

二
菩

提

↓
。

(『
仏
文
研
紀
要
』

一
四
〇
頁
ビ
ひ
1

一
四

一
頁
ωω
P
)

こ
こ
に
引
用
さ
れ
る
会
通
説

の
概

要
は
、
『
浬
繋

経
』
巻

二
七

の

「
凡

有
心
…
」

の
経
文

は
、
有
性

の
者

を
指

し
て
述

べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

無
性

の
者
に

つ
い
て
言

っ
た
も

の
で
は
な

い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

さ

て
、
こ
の
会
通
説
が
誰

の
説

で
あ
る
か
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
『
浬

藥
経
』
巻

二
七
の
経
文
を
最

澄
の

『
法
華
秀
句
』

中
巻

に
於

い
て
見

て
み

る
と
、
霊
潤

・
神
泰

・
義
栄

の
い
ず
れ

の
著
作
に
お
い
て
も

『
浬
藥
経
』

巻

二
七

の
文
が
引
用
さ

れ
て
お
り
、
霊
潤

・
義
栄
と
神
泰

の
論
争

の
中

で

こ
の
経

文
の
解
釈
が
問
題
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
検
討
し

て
み

る
と
、
神
泰

の

『
浬
繋
経
』
巻

二
七

の
経

文
に
対
す

る
解
釈
が
、
『
究
寛

論
』
に

「
通
日
…
」

と
引
用
さ
れ
る

三
乗
家

の
会
通
説

で
あ

る
こ
と
が
分

か
る
の
で
あ
る
。

義
栄

の

二

巻
章
」
は
神
泰

の

「
一
巻
章
」
を
次

の
よ
う
に
引
用
し
て

い
る
。

立

コ
ル
無

性

↓
者

ノ
云

バ
ク
、

諺

法

者

云

バ
ク
、

依

コ
テ
彼

ノ
浬
繋

二

十

七

巻

ご
写
バ
ク
、

衆

生

モ
亦

タ
爾

リ
。

悉

ク
皆

ナ
有

四
心

。

凡

ソ
有

励
心

者

ハ
、

定

テ
当

匹
得

レ
成

コ
ル
,
ト
ヲ
阿

縛

多

羅

三

貌

三

菩

提

↓
。

以
7
ノ

是

ノ
義

↓
故

昌
、
我

.
常

二宣

三
説

ス
ト
一
切
衆

生

昌
悉

ク
有

コ
ト
仏

性

一。

若

シ
有

顎

一
分

ノ
無

性

,
人

}者

、

亦

タ
応

に
立

"
有

コ
ト
一
分

無

心

ノ

衆

生

一者

、

此

ノ
義

不

レ
然

,.
。

此

レ
由

レ
不

励
二
解

二
経

文

↓
。

故

昌

興

コ
此

ノ
難

↓
。

…

(『
伝
全
』
巻
三

・
二
一
七
頁
)

こ
の

一
文
は
複
雑
な
構
成

と
な

っ
て
い
る
が
、

「
立
無
性
者
」
が
神
泰

を
指

し
て
お
り
、

「諺

法
者
」

は
霊
潤

の
こ
と
を

い
う
。
そ

し
て
、

「
依

彼
浬
繋

二
十
七
巻
云
」

か
ら

「亦
応
立
有

一
分
無
心
衆
生
者
」
ま
で
の
文
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が
霊
潤

の

「十

四
門
義
」

か
ら

の
引
用
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
が
神
泰

の
霊

　

潤

へ
の
批
判

の
引
用
と
な

っ
て
い
る
。
神
泰

の

「
一
巻
章
」

の
引
用
は
、

義
栄

の
批
判
を
表
す
言
葉

で
あ
る

「直
筆

日
…
」
ま

で
の
引
用
と
な
る
が
、

「
興
此
難
」

か
ら
そ
の

「
直
筆
日
…
」
ま
で
の
文
章
が
神
泰

の
霊
潤
説

へ

の
具
体
的
な
批
判
箇
所

で
あ
る
と
考
え

て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

『
究
寛
論
』

通
云
、

経
言

「衆
生
亦
ホ
。
悉
皆
有
心
」
、
此

語
是
惣
遍
挙
。
有
性
無
姓
衆
生
皆
有

心
也
。

次
言

「凡
有
心
者
、
定
当
得

阿
縛
菩

提
」
者
、
此
句
簡
取
有
性
有
心
現
未
成

仏
当
成
仏
者
。

故
言

「
凡
有
心
者
定
当
得
阿
癬
菩
提
」
、
不
説
無
性
有
心
、
及
已
成
仏
者
。

若
言

「
凡
是
有
心
」
即
便
収

一
切
有
心
尽
者
、
遂
言

一
切
衆
生
悉
皆
当
得
無

上
菩
提
者
、

八
巻
榜
伽
等
経

云

「菩
薩
關
堤
畢
寛

不
成

正
覚
」
。
何
得

即
令
凡

一
切
有
心

尽
皆
当
得
阿
縛
菩
提
菩
薩
既
是
有

心
当

不
証
果
。

故
知
。

「
凡
有
心
」
之
言
、
未

必
即
収

一
切
有
心
者
尽
。

又
云
、

巳
成
仏
者
亦
是
有
心
此
豊
当
成
仏
也
。

又
云
、
如
経
云

「無
色
界
中
無
色

」
。
復
有

経
云

「菩
薩
鼻
根
聞
無
色
界
宮

そ
し

て
、

「
興
此
難
」
か
ら

「
直
筆

日
…
」
ま
で
の
神
泰
説
を
見
て
み

る
と
、
そ

の
内
容
が

『
究
寛
論
』

に

「通

日
…
」
と
引
用
さ
れ
る
説
と
ほ

ぼ
完
全

に

一
致
す

る
の
で
あ
る
。

対
照
表

に
よ

っ
て
示
せ
ば
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

神
泰

「
一
巻
章
」

故
興
此
難
。

経

云

「衆
生
亦
爾
。
悉
皆
有
心
」
者
、
此
語
是
惣
通
畢
。
有
性
無
性
衆
生
、

異
於
木

石
、
皆
名
有
心
。

次
言

「
凡
有
心
者
、
定
当
得
成
三
菩
提
者
」
此
句
則
狭
。
即
唯
簡
取
有
性

有
心
当
成
仏
者
。

故
云

「
凡
是
有
心
当
得
成

仏
」
、
不
學
無
性
有
心
。
及
已
成

仏
等
。

若
言

「
凡
是
有
心
」
即
令

一
切
有
心
並
当
作
仏
者
、

如
四
巻
榜
伽
等
経
皆

云

「
菩
薩

一
關
提
人
。
畢
寛

不
成
正
畳
」
。
彼
亦
有

心
。
亦
令
彼
定
得
菩
提
耶
。
如
此
菩
薩
錐
復
有
心
。
無
成
仏
義
。

当
知
。

「凡
有

心
」
者
、
未
必
即
牧

一
切
有
心
者

尽
。

又
若
執

彼
凡
是
有
心
。
皆
当
作
仏
。
仏
亦
有
心
。
亦
応
更
有
当
作
仏
義
。

又
若
執
彼

「
凡
有
心
」
言
即
為
定
者
、
如
維
摩
経
云

「如
燃
桀
牙
乃
至
如

10
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殿
之
香
」
。

又
法
華
経

云

「光
音

及
遍
浄
乃
至
有
頂

天
」
。
聞
香
悉
能
知
。

仁

王
経
云

「無
色
諸
天
雨
華

如
須
弥
山
」。

是
故

不
可
偏
執

一
文
即
為
決
定

又
有
通
言
、
有
酪
無
蘇
亦
有
壊
酪
。
故
知
。
亦
有
有
心
不
得
菩
提
。

(『
仏
文
研
紀
要
』
一
四
〇
頁
い
ま
1
一
四
一
頁
りり
8
)

無
色
界
色
」
。
言
此
文
決
定
。

説
彼
四
空
無
色
。
若
爾
何
故
。
華
嚴
復

云

「菩
薩
鼻
根
。
聞
無
色
界
宮
殿
之
香
」
。

是
故
不
応
随
文
生
著
。

直
筆

日

(『
伝
全
』
巻

三

・
二

一
七
ー

一
=

八
頁
)
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こ
の
対
照
表

よ
り
明
か
な
通

り
、
『
究
寛

論
』

に

「通

云
…
」
と
引

用

さ
れ
る
三
乗
家

の
説
は
、
神
泰

の

「
一
巻
章
」
に
説

か
れ
る
説
を
指

し
て

い
る
。

そ
し
て
こ

の
こ
と

は
、
『
究
寛
論
』

の
批
判
対
象
に
神
泰

の

こ

巻
章
」
が
含
ま
れ

て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

『
浬
繋
経
』

巻

二
七

の
経
文
は
、
霊
潤

・
義

栄
と
神
泰

の
論
争

の
中
で
争
点
と
な

っ
て

き
た
経
文

で
あ

る

こ
と
か
ら
、
『
究
寛

論
』

が
霊
潤

・
義
栄
と
神
泰

の
論

争
を
受

け
継

い
で
い
る

こ
と

の
明
確
な
証
左

で
あ

る
と

い
え
よ
う
。

②

鏑
十
二
の

「解
深
密
箇
」
の
融
判
に
つ
い
て

次
に
第

十
二
段

の
会

通
説

に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
第
十
二
段
で
は
、

「解
深
密
師
」
が

『
法
華
経
』

を
三
時
教
判

の
第

二
時
と
す
る
説
を
取
り

あ
げ

て
お
り
、
そ

の
文
を
示
せ
ば

以
下

の
通
り
で
あ
る
。

十

二

二
解

深

密

師

ノ
妄

二
通

シ
テ
教

弓
云

ハ
,
、

法

華

ハ
第

二
時

・
教

ナ
リ
ト
。

次

コ
小

乗

ノ
後

唱
説

多

故

二
非

フ
ト
是

レ
了

義

イ
。

引

蓄

法

華

ノ
第

三

↓
大

通

智

勝

仏

ノ
時

、

説

誹
テ
四

諦

十

二

因

縁

↓
、
度

⊃
声

聞

↓
已

テ
、

十

六

王

子

ハ
即

チ
請

シ
仏

昌
説

そ

ト
ヲ
大

乗

ノ
法

↓
。

請

ヒ

巳
テ
経

4
二

万
劫

↓
後

、

為

二
説

コ
法

華

↓
。

故

昌
知

ヌ
、

説

ン
ト
ハ
小

乗

ノ
後

唱
即

ハ
チ
説

ン
ナ
リ
ト
法

華

↓
。(『仏

文
研
紀
要
』

一
四
四
頁
凸
ぴ
。
ー

ミ
N
)

さ

て
、

こ
こ
で
問
題
と
な
る

の
が

「
解
深
密
師

」
が
誰
を
指

し
て
い
る

の
か
と
い
う

こ
と

で
あ
る
。

こ
の

「解
深
密
師

」
の
教
判
に
関
し

て
は
吉

津
宣
英
氏
と
師
茂
樹
氏
に
言
及
が
あ
る
が
、
両
氏
が
共
に
注
意
さ
れ
て
い

る

の
は
、
慈
恩
大
師
基
と

そ

の
門
下
に
於

い
て
は
、
『
法
華
経
』

は
第
三

　

時
非
空
非
有
中
道
教
に
配
当
さ
れ

て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「解
深
密
師
」
が
用
い
る
教
判
は
玄
婆
門
下

の
教
判
と
は
異
な

っ
た
性
質

を
持

つ
教
判
な

の
で
あ

る
。

吉
津

氏
と
師
氏
は

「解

深
密
師
」
が
誰
を
指
し

て
い
る
の
か
特
定
し
て
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い
な

い
が
、
筆
者

は
こ
の

「解
深
密
師
」
が
神
泰
を
指
す
と
考
え
た

い
。

『
法
華
経
』
を
三
時
教
判

の
第

二
時
と
す
る

「解
深
密
師
」

の
教
判
は
、

法
宝

と
同
時
代

の
法
蔵

の

『
探
玄
記
』
や
、
日
本

に
於

い
て
は
源
信

の

『
一

乗
要
決
』

に
紹
介

さ
れ

て
い
る
が
、

そ
の
ど
ち
ら

に
於

い
て
も
誰

の
説
で

あ
る
か
の
言
及
ま
で
は
な
さ
れ

て
い
な

い
。

と
こ
ろ
が
、
安
然

の

『
教
時

諄
論
』

に
は
次

の
よ
う
な
興
味

深

い
記
述
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

八
三
周
朝
劉

剛
、
亦
タ
立
コ
三
時
↓
。
亦
タ
用
聾
ア
深
密
三
時

之

文

↓
而

云

バク
、

初

時

ハ
密

ヵ
二
説

竺

切

ハ
不

⊃
ト
皆

ナ
成

仏

魂
、

二

時

ハ
密

カ
ニ
説

ヨ

切

、
成

仏

↓
、
三

時

ハ
了

二
説

ス
有

考

成

ト
不

成

↓
。

是

ノ
故

二
法

華

ハ
是

.
第

二
時

ノ
不

了
義

ナ
リ
。

故

二
説

コ
一
切
成

↓

〈

基

云

バ
ク
為

條

顕

ト
〉
。

第

三

時

ハ真

実

之

教

ナ
ル
ヵ
故

二
説

コ
此

法

華

経

り
。

故

別

引

之
章

恭

義

出

泰

師

。

⑬

(『
大
正
蔵
』
巻
七
五

・
三
七

一
頁
中
)

『
教
時

諄
論
』

の
記
述

に
従
え
ば
、
神
泰

は

『
解
深
密
経
』

の
文
を
論

拠
と
し
て
三
時
教
判
を
立

て
、
そ

の
内
容

は
、
初
時

は
密
か
に

一
切
皆
不

成
仏
を
説
き
、

二
時
は
密

か
に

一
切
成

仏
を
説
き
、
三
時
は
成

仏
と
不
成

仏

の
あ
る

こ
と
を
了
説
す

る
と

い
う
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
神
泰

の
三
時
教
判
が

『
法
華
経
』
を
第

二
時

に
配
当
す
る
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
が

『
教
時
諄
論
』

の
記
述
よ
り
分

か
る
の
で
あ

る
が
、

先
に
引
用
し
た

「解
深
密
師
」
の
教
判
と

比
較
し
て
み
る
と
、
『
法
華
経
』

を
第
二
時
と
す
る
基
準
に
異
な
り
が
あ
る
こ
と
が
問
題
と
し
て
残
る
。

つ

ま
り
、
「
対
妄
通
経
章
第
十
」
に
引
用
す
る

「解
深
密
師

」
の
教
判
は

『
法

華
経
』

は
小
乗
を
説

い
た
後

に
説
か
れ
た
教
え
で
あ
る
か
ら
第

二
時

に
当

た

る
と

し
、
『
教
時

課
論
』
が
伝
え

る
神
泰

の
教
判
は
第

二
時

は
密

か
に

一
切
成
仏
を
説
く
教
え

で

『
法
華
経
』
は
そ
れ
に
該
当
す
る
と
い
う
異
な

り
で
あ
る
。

し
か

し
な
が
ら
、

こ
の
異
な
り
は

「
対
妄

通
経
章
第
十
」
に
引
用
さ

れ

る

「解
深
密
師
」

の
教
判

の
続
き

の
文
章
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
解

消
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ

る
。
「対
妄
通
経
章
第
十
」
に
引
用
さ
れ
る

「解

深
密
師
」

の
教
判
は
、
先

に
示

し
た

文
章

の
後
も

「
又
法
華
第

五
…
」
・

　

「
又
准
法
華
…
」
と

「解
深
密
師
」

の
論
を
引
用
し

て
い
く
が
、
そ
の
中

　

で
次

の
様

に
説
か
れ

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

又
タ
云

バ
ク
、

第

一
時

,
教

ハ
説

コ
一
切

声

聞

,
不

成

仏

↓
。

是

レ
不

了

義

す

。

第

二
時

ノ
教

ノ
法

華

ハ
説

コ
一
切

ノ
声

聞

ノ
成

仏

↓
。

亦

タ
是

.
不

了

す

。

第

三

ノ
解

深

密

経

ハ
説

コ
一
分

不

成

ト
一
分

成

仏

↓
ヲ
。

是

.
了
義

也

。
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(『
仏

文

研

紀

要

』

一
四

四

頁

論

O
ー

恥
。゚
り
)

右

の

『
究
寛
論
』

に
説
か
れ
る
文
は
、
先
に
見
て
き
た

『
教
時
課
論
』

に
お
い
て
説
か
れ
る
神
泰

の
三
時

教
判
と
完
全
に

一
致
す
る

こ
と
が
分
か

る
。以

上

の
こ
と
か
ら
、

「解

深
密
師

」

の
教
判
と
は
神
泰

の
教
判
を
指

し

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

で
き
た
が
、
な
お
依
然
と
し

て
問
題
と
な
る
の

が
、
「
対
妄
通
経
章
第
十
」
と

『
教
時

課
論
』
が
伝
え

る
神
泰

の
教
判
が
、

神
泰

の

二

巻
章
」

に
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
神
泰

の

別
の
著
作
に
説

か
れ
た
も

の
で
あ
る
か
と

い
う
こ
と

で
あ
る
。
最
澄
の
『
法

華
秀
句
』
中
巻

に
抄
録
さ

れ
て

い
る
神
泰

の

コ

巻
章

」
に
は
教
判
を
扱

っ
た
記
述
は
存
在
せ
ず
、
現
存
す

る
神
泰

の
著
作

に
も

『
法
華
経
』
を
第

二
時
と
す
る
記
述

は
見
ら

れ
な

い
。
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
な
が
ら
、
神
泰

の

二

巻
章
」
は
抄
録

で
あ

っ
て
、

そ
の
省
略
さ
れ
た
部
分

に
教
判

の
記
述

が
あ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、

こ
れ

は
想
像

の
域

を
出

る
も

の
で
は
な

い
。
ま
た
、
神
泰

に
は
現
在

は
散
逸

し
て
し
ま

っ
て

い
る
著
作
が
多
数
あ

る
こ
と
が
経
録

に
よ

つ
て
確
認
す

る
こ
と
も
出
来
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、

現
在

の
と

こ
ろ
神
泰

の
教
判
が
ど
の
著
作
に
お
い
て
説

示
さ
れ
て
い
た
か

を
特
定

す
る

こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
が
、

「解
深
密
師
」
が
神
泰
を
指
す

こ
と

は
間
違

い
な

い
で
あ
ろ
う
。

結

論

以
上
、
『
究
寛
論
』
と

霊
潤

・
義
栄

と
神
泰

の
論
争

と

の
関
係

に

つ
い

て
考
察

を
加
え

て
き
た
。
そ

こ
で
、

こ
れ
ま

で
の
検
討
結
果
を
、
本
稿

の

目
的

で
あ
る
初
唐
期

の
三

一
権
実
論
争

に
於
け
る

『
究
寛
論
』

の
位
置
づ

け
と

い
う
観
点

か
ら
纏

め
て
お
き
た

い
。

初
唐
期

の
三

一
権
実
論
争

は
、
従
来

の
定
説

で
あ
る
常
盤
大
定
氏

の
説

で
は
、
①
霊
潤

・
義
栄
と
神
泰
、
②
法
宝
と
慧
沼
、

の
二
系
統

の
論
争

が

あ

っ
た
と
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま

で
の
考
察

で
指
摘

し
て
き

た
通
り
、
『
究
寛
論
』

に
は
霊
潤

・
神
泰

・
義
栄

の
著
作
と
密
接
な
関
連

を
持

つ
記
述
が
存
す

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
本
稿
に
於

い
て
指
摘

す

る
こ
と
が
出
来
た

『
究
・寛
論
』
と
霊
潤

・
神
泰

・
義
栄

の
著
作
と

の
関

係

は
次

の
通
り

で
あ

る
。

①

『究
尭
論
』
巻
五

「増
寿
変
易
章
第
九
」
が
、
霊
潤

「十
四
門
義
」

の
第
二
門

「二
乗
之
人
入
無
鯨
浬
繋
永
不
入
大
」
と
第
三
門

「不
定

性
声
聞
向
大
乗
者
延
分
段
生
行
菩
薩
道
」
の
内
容
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。

②

『
究
寛
論
』
巻
六

「通
釈
外
難
第
十

=

の

「通
仏
功
徳
有
尽
難
」
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が
、
霊
潤

「十
四
門
義

」
の
第

五
門

の

「
一
切
諸
仏
修
成
功
徳
実
有

生
滅
」

の
内
容
を
受
け
た
も

の
で
あ
る

こ
と
。

③

『
究
寛
論
』
巻

五

「
対
妄

通
経
章
第
十
」

の
第
四
段
に
於
け
る
三
乗

家

の
会
通
説
が
、
神
泰

の

「
一
巻
章
」
を
指
す

こ
と
。

④

『
究
寛
論
』
巻

五

「
対
妄

通
経
章
第
十
」

の
第
十

二
段
に
於
け
る
解

深
密
師

の
会
通
説
が
、
神
泰

の
説
を
指
す

こ
と
。

以
上

の
こ
と
か
ら
、
『
究
尭
論
』

は
霊
潤

・
義
栄
と
神
泰

の
論
争

の
延

長
上
に
位
置
づ
け
る

こ
と

が
可
能

で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
『
究
・寛
論
』
が

こ
の
よ
う

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と

は
、
初
唐
期

の
三

一
権
実
論
争

に

つ

い
て
も
、
従
来

の
定

説
の
通

り
①

霊
潤

・
義
栄
と
神
泰
、
②
法
宝

と
慧
沼
、

の
二
系
統

の
論
争

が
あ

っ
た
と
考

え
る
よ
り
も
、

二

つ
の
論
争

は

一
連

の

も

の
で
あ
る
と
見
る
方
が
よ
り
確
か
で
あ

る
と
考
え

る
の
で
あ
る
。

駐
①

常
盤
大
定

『
佛
性

の
研
究
』

(
一
九
三
〇
年
、
丙
牛
出
版
社
)
参
照
。

②

淺

田
正
博

「
石
山
寺

所
蔵

『
一
乗
仏
性
究
寛
論
』
巻
第

一
.
巻
第
二

の
検
出

に

つ
い
て
」
(『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
二
九
号
、

一
九
人
六
年
)
、

淺
田
正
博

「法
宝
撰

『
一
乗
仏
性
究
寛
論
』
巻
第
四

・
第
五

の
両
巻
に

つ
い
て
」

(『
仏
教

文
化
研
究

所
紀
要
』

二
五
号
、

一
九

八
六
年
)
参

照
。
『
究
・寛
論
』

の
テ
キ

ス
ト

に

つ
い
て
は
、
本
論

文
に
翻
刻
さ
れ

て

い
る
も
の
を
用

い
、
論
文

の
頁
数
と
論
文
中
に
記
さ
れ
て

い
る
写
本

の

行
数
を
記
載
し
て
お
く
。
ま
た
巻
三
に

つ
い
て
は

『
新
卍
続
蔵
経
』
に

所
収
さ
れ
て
い
る
も

の
を
用

い
る
。

そ

の
引
用
に
際
し

て
は
、
新
字

に

改
め
た
。
な
お
、
淺

田
正
博
先
生

に
よ

っ
て
新
た
に
検
出
さ
れ
た

『
究

寛
論
』
四
巻

に

つ
い
て
は
、
先
生
よ
り
石
山
寺
に
て
撮
影
さ
れ
た
写
真

版
を
参
照
す

る
よ
う
お
勧
め
頂

い
た
。

こ
こ
に
記
し
て
学
恩
に
深
く
感

謝
申

し
上
げ
ま
す
。

③

根
無

一
力

「
一
乗
仏
性
究
寛

論

の
撰
述

と
時
代

背
景
」

(
『
叡
山
学

院
研
究
紀
要
』
第
九
号
、

一
九
八
六
年
)
参
照
。

④

蜷
川
祥
美

「法
宝

の

『
勝
塁
経
』
理
解

に

つ
い
て
ー

『
一
乗
仏
性
権

実
論
』
巻

下

「
釈
外
執
行

難
章
第

十
」
よ

り
ー

」

(共

同
研
究

「
ヨ

乗
仏
性
究
寛
論
』
に
お
け
る
問
題
点

と
そ

の
検
討

(
二
ご

・
『
仏
教
文

化
研
究
所
紀
要
』
第
三
五
集

、

一
九
九
六
年
)
参
照
。

⑤

富
木
原
章
信

「
初
唐

法
宝

の
仏
性
説

に

つ
い
て
」

(『
仏
教
学
セ
ミ

ナ
ー
』

第
十
八
号
、

一
九
七

三
年
)
参
照
。
『
究
寛
論
』
巻
三

「
仏
性

同
異
章
第
七
」
「若
望

一
切
衆
生
名
仏
性
、
有
財
釈
也
。
因
取
果
名
故
。

若
望
無
情
、
非
仏
性
也
。
無
当
果
故
。
若
望
有
情
無
情

一
切
法
。
皆
得

名
真
如
法
界
。
法
性
実
際
。
若
事
仏
性
。
無
情
非
仏
性
。
有
情

因
中
説

果
。

一
切
衆
生
。
挙
体
是
仏
性
。
故
経

云
、
未
得
阿
縛
菩
提

一
切
善

不
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善
無
記
法
。
尽
名
仏
性
。
如
来
或
時
。

因
中
説
果
。
果
中
説
因
。
是
名

如
来
随
自
意
語
。
或
者
妄
解
随
自
意

語
。
謂

一
分
衆
生
。
実
無
仏
性
。

説
有
仏
性
。
名
随
自
意
語
」

(『
新
卍
続
蔵
』
巻
五
五

・
四
九
五
中
)

⑥

寺

井
良
宣

「
法
宝

の
唯
識
思
想
批
判

の
考
察
-
変

易
生
死
と
二
乗
作

仏

の
問

題
を
中
心

に
ー

」

(『
仏
教
学

研
究
』
第

四
八
号
、

一
九
九

二

年
)
参
照
。

⑦

『
究
寛
論
』
巻

五

「増

寿
変

易
章

第
九
」

「
又
断

見
惑
時
、
不
可
令

修
惑
亦
断
。

尽
下
界
因
、

不
可
令
上
果
亦

尽
。

二
乗
唯
断
人
執
、
不
可

令
法
執
亦
断
。
唯
尽
分
段
之
因
、
不
可
令
変
易
果
」

(『
仏
文
研
紀
要
』

=
二
一二
頁

・
8
↓
ー

9
0
)
参
照
。

⑧

高
峰

了
州

「
一
乗

仏
性
権
実

論
に

つ
い
て
」

(『
龍

谷
学
報
』
第
三

〇
九
号
、

一
九
三
四
年
)
参
照
。

⑨

吉

田
実

盛

「『
一
乗
仏

性
権

実
論
』
釈
外
執
難
章
第
十

の
現
在
的
価

値
に

つ
い
て
」

(
「『
一
乗
仏
性
究
寛
論
』

に
お
け

る
問
題
点
と
そ

の
検

討

(
三
ご

・
『
仏
教

文
化
研
究
所
紀
要
』
三

八
集
、

一
九
九
九
年
)
参

照
。

⑩

梯
信
暁

「
『
一
乗
仏
性
究
寛
論
』
巻

五
の
問

題
点
1

「対
妄
通
経
章

第
十
」
に
お
け
る
円
測
批
判
1

」

(共
同
研
究

「『
一
乗
仏
性
究
寛
論
』

に
お
け

る
問
題
点
と
そ

の
検

討

(
一
)
」
・
『
仏
教

文
化
研
究

所
紀
要
』

三
四
集
、

一
九
九
五
年
)
参
照
。

⑪

霊
潤

の
解
釈
に

つ
い
て
は
、
最
澄

『
法
華
秀
句
』
中
巻
に

「第

二
十

七
巻

云
。
衆
生
亦
爾
。
悉
皆
有
心
。

凡
有
心
者
。
定
当
得
成
阿
網
多
羅

三
貌

三
菩
提
。
以
是
義
故
。
我
常
宣
説

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
。
依
此
経

文
。

凡
有
心
者
皆
有
仏
性
。
若
有

一
分
無
仏
性
衆
生
。
亦
応
立
有

一
分

無
心
衆
生
也

」

(『
伝
全

』
巻

三

・
一
五
七
-

一
五
八
頁
)
と
あ
る
を

参
照
。

⑫

吉
津
宜
英

「
『
華
厳
経
探
玄

記
』

に
お
け
る

一
乗
大
乗
批
判
」

(『
華

厳

一
乗
思
想

の
研
究
』
、

一
九
九

一
年
、
大
東
出
版
社
)
、
師
茂
樹

「法

宝

『
大
般

混
藥

経
疏
』
逸

文
と

そ

の
分
析
」

(『
花

園
大
学
文
学
部
研

究
紀
要
』

三
六
号
、

二
〇
〇
四
年
)
参
照
。

⑬

『
教
時
諄
論
』

の
文
章
中
に
あ
る

「故
別
引
之
章
恭
義
出
泰
師
」
の

意
味
は
必
ず

し
も
明
確

で
は
な

い
。
大
正
大
学
天
台
学
会
編

『
教
時
翻

論

・
定
宗
論
』

(
一
九

三
〇
年

)
に
は
、

「恭

」

の
宇

の
横

に

マ
マ
と

振

っ
て
あ

り
、

「
恭
」

の
字
が
何
か

の
誤
写

の
可
能
性
を
示
唆
し

て
い

る
が
、
そ
れ
以
上

の
言
及
は
な

い
。

⑭

『
究
寛
論
』
巻
五

「
対
妄

通
経
章
第
十
」
に
は

「
又
、
法
華
第
五
転

輪
聖
王
賞
腸
諸
物
喩
為
声
聞
説
得
浬
藥
等
解
、
髪
中
明
珠
喩
説
法
華
。

准
此
故
知
、
次
小
乗
後
即
説
法
華
。

又
准
法
華
、
第

一
云
、
所
以
未
曽

説
説
時
未
至
故
。
今
正
是
其
時
決
定
説
大
乗
。

及
法
華
第
二
、
迦
葉
等

説
法
華
前
未
発
大
心
。
故
知
、
法
華
深
密
前
説
。
若
深
密
在
法
華
前
説
、



深
密

既
説

一
分
声
聞
成
仏
、
因
何
言
未
曽
説
及
不
発
心
。
故
知
。
法
華

次
小
乗

後
説
、
是
第

二
時
教

未

了
義
也

」

(『
仏
文

研
紀

要
』

一
四

四

頁

ミ
P
l

轟
。゚
O
)
参
照
。

⑮

『
究
寛
論
』
巻

一

「教
時
前
後
章
第
三
」
に
も
同
様

の
文
が
見
ら
れ

る
。

「
妄
云
、
第

一
時
教
説

一
切

聲
聞

不
成
仏
。
法
花
説

一
切
聲
聞
成

仏
。.
是
第

二
教
。
第

三
時
教
解
深
密
経
説
定
性
不
成
定
性
成
。
是
了
義

也
」

(『
龍
大
論
集
』
人
六
頁

δ
O
l

δ
一)
参
照
。
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